
心のつながりシート 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分たちで、自分たちの生活を考え、 

新しい学校文化を創り出す」時 

  
子供たちが自分たちで生活を創り出す活動として、まずは、委員会活動が挙げられます。高学年の

子供たちが、よりよい生活にするために、これまで行ってきた活動以外にも、コロナ禍だからこそ考

えて行っている活動がたくさんあります。例えば、集会委員会は「校庭や体育館に全校児童が集まれ

ないので、動画や放送でクイズをする」計画をしたり、放送委員会は「給食の時間の放送は今まで以

上の注目度だから、一層、楽しい放送にする」と張り切って活動をしたりしています。代表委員会は、

密にならない休み時間の遊び方を動画で紹介し、早速、他の子供たちも参考にして遊んでいます。 

また、クラブ活動も始めました。密にならないよう、6年生が中心となって、クラブ数を増やし、

活動内容も工夫して、異学年の交流を楽しんでいます。本校の特色である縦割り班活動も始まりまし

た。 

最高学年である６年生の活躍が、様々な集団活動を行う「学校」としての生活を創造し、この状況

であっても、「自分たちの学校」としての新たな学校文化が始まっています。 

練馬区立北町小学校 

 

 

 

放送委員会 

学校のみんなにアンケート

を取り、「北町ランキング」を

放送しました。 

サッカークラブ 

密を避けるため、ゲームは

できないので、的当てで点数

を競って楽しんでいます。 

写真クラブ 

今年度、発足した

クラブです。一人一

台、デジカメを持っ

て共通のテーマで、

思い思いに撮影し

た後、みんなで、写

真を見せ合います。 

 

縦割り班活動 

密を避けるため、活動は、全て

校庭で行います。６年生が事前に

準備をしています。 

 


